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＊1858 年 10 月 9 日 日仏修好通商条約 調印




























５．薩摩藩邸焼き討ち（1868 年 3 月 21 日号）図版④
われわれのキリスト教暦の 10 世紀から、神の代理人であると考えられたミカドが、その尊い血筋



































そしてしばらくして、死刑囚の滝善三郎が備前の武士 1 名、薩摩の武士 2 名、他に長州の武士 2 名に付
き添われて入場した。兵庫奉行伊藤［俊輔＝博文］がミカドの命により儀式に参列していた。そして証
人であると同時に死刑執行人である 2 人の武士が死刑囚の後に従っていた。
最後の 2 人のうちの 1 人は小卓[＝三方]を持っており、その上にはワキザシ、すなわち処刑用の刀が

























＊F.L.Verny(1837-1908) が横須賀製鉄所建設の責任者として 1865 年に来日。横須賀・横浜製鉄所の設計原案を作成し
たのち帰仏して要員を雇い入れ、器材の購入などの指揮を取る。66 年に再来日し、製鉄所の長なり、1876 年に帰国する
まで 11 年間その任にあった。
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日本人の印象
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＊１８９４～９５年 日清戦争 図版⑬～⑯ 































２1．日清戦争における日本軍の活躍（1894 年 12 月 8 日号）
日本は先の 11 月 21 日、旅順の耀かしい戦勝により、すでに中国から勝ち取っていた一連の勝利を不
動のものとした。
ミカドの軍隊の 1 万 8000 人の兵士は、9 人の将軍と総督に率いられた同数の清国軍に守られたこの
堅固な基地を 2 日間で占領してしまった。





















































































２3．義和団の乱と北京の連合軍 (1900 年 11 月 10 日号) 図版⑰
われわれの真の救済者はミカドの軍隊である。(...) 7 月 14 日のに天津占領後は、北京を包囲しつつ、




ないつもりだった。8 月 5 日の栄光は、アメリカ軍と、とりわけ日本軍によるものでる。彼らは、皆の
賞賛の的となる激しさをもって敵の戦線を正面から攻撃した。その間にフレイ将軍は、一握りの陸戦隊
兵士と優秀きわまりない砲兵隊を率い、巧妙な作戦で中国人を背後から攪乱し、西方へと敗走させてい
た。(...) 勝利の翌日、日本軍は、北京進軍の準備は整っており、果敢に戦えば 1 万人程度の兵力で攻
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